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消化器内科学分野 
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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

10 0 23 2 11 108 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中尾一彦・教授 Associate Editor Hepatology Research 

中尾一彦・教授 特定疾患対策協議会審査委員 長崎県 

中尾一彦・教授 肝炎対策協議会委員 長崎県 

中尾一彦・教授 国民健康保険診療報酬審査委員会委員 長崎県 

中尾一彦・教授 財団評議員 日本消化器病学会 

中尾一彦・教授 評議員 日本肝臓学会 

中尾一彦・教授 社団評議員 日本消化器内視鏡学会 

中尾一彦・教授 評議員 日本内科学会 

中尾一彦・教授 九州支部評議員 日本消化器病学会 

中尾一彦・教授 西部会評議員 日本肝臓学会 

中尾一彦・教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会 

中尾一彦・教授 役員等候補者詮衡委員会委員 日本消化器病学会 

中尾一彦・教授 利益相反委員 日本消化器病学会 

中尾一彦・教授 欧文誌編集委員 日本肝臓学会 

中尾一彦・教授 肝臓専門医制度審議会委員 日本肝臓学会 

中尾一彦・教授 評議員選出委員会委員 日本肝臓学会 

中尾一彦・教授 チェアマン会議メンバー 日本内科学会九州支部 

中尾一彦・教授 幹事 日本消化器内視鏡学会九州支部 

中尾一彦・教授 幹事 日本消化器病学会九州支部 

竹島史直・准教授 学会評議員 日本消化器病学会 

竹島史直・准教授 専門医試験問題作成委員 日本消化器病学会 

竹島史直・准教授 社団評議員 日本消化器内視鏡学会 

竹島史直・准教授 和文誌査読委員 日本消化器内視鏡学会 

竹島史直・准教授 九州支部評議員 日本消化器病学会 

竹島史直・准教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会 

竹島史直・准教授 九州支部評議員 日本大腸肛門病学会 

竹島史直・准教授 九州支部幹事 日本大腸検査学会 
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竹島史直・准教授 日本内科学会専門医部会九州支部運営委員 日本内科学会 

竹島史直・准教授 編集委員 IBD research 

竹島史直・准教授 運営委員 IBD club Jr. kyushu 

大仁田 賢 
・准教授 

評議員 日本消化器病学会 

大仁田 賢 
・准教授 

評議員 日本消化器内視鏡学会 

大仁田 賢 
・准教授 

代議員 日本消化管学会 

大仁田 賢 
・准教授 

九州支部評議員 日本消化器病学会 

大仁田 賢 
・准教授 

九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会 

大仁田 賢 
・准教授 

運営幹事 九州胃と腸大会 

大仁田 賢 
・准教授 

代議員 カプセル内視鏡学会 

田浦直太 
・病院准教授 

九州支部評議員 日本消化器病学会 

田浦直太 
・病院准教授 

西部会評議員 日本肝臓学会 

田浦直太 
・病院准教授 

評議員 日本消化器病学会 

宮明寿光 
・病院講師 

九州支部評議員 日本消化器病学会 

宮明寿光 
・病院講師 

西部会評議員 日本肝臓学会 

山口直之 
・病院講師 

九州支部評議員 日本消化器病学会 

山口直之 
・病院講師 

評議員 日本消化器内視鏡学会 

山口直之 
・病院講師 

九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会 

赤澤祐子・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会 

赤澤祐子・助教 編集委員 雑誌 Helicobacter Research  

三馬 聡・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会 

松島加代子・助教 九州支部評議員 日本消化器病学会 

松島加代子・助教 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会 

松島加代子・助教 代議員 日本ヘリコバクター学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中尾一彦・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究

事業）     
血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者の肝

移植に関する研究 

中尾一彦・教授 日本医療研究開発機構 分担 肝炎等克服実用化研究事業 
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(AMED) 肝硬変患者の予後を含めた実態を把握する

ための研究 

中尾一彦・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（免疫アレルギー

疾患等政策研究事業） 
ソーシャルマーケティング手法を用いた心

停止下臓器提供や小児の臓器提供を含む臓

器提供の選択肢提示を行う際の理想的な対

応のあり方の確立に関する研究 

中尾一彦・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
AMPK 活性化と GSK3 阻害によるワールブ

ルグ効果抑制を介した肝癌制御の基礎検討 

竹島史直・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
パルミトレイン酸によるクローン病の炎症

制御 

田浦直太 
・病院准教授 

文部科学省 代表 基盤研究(C) 
慢性肝疾患におけるロコモティブシンドロ

ームの関連についての解明 
赤澤祐子・助教 文部科学省 分担 基盤研究(C) 

パルミトレイン酸によるクローン病の炎症

制御 
赤澤祐子・助教  文部科学省 代表 基盤研究(C) 

ゲノム不安定性が解き明かす非アルコール

性脂肪性肝炎の発癌ポテンシャル 

三馬 聡・助教 文部科学省 代表 若手研究(B) 
細胞サイズ調節遺伝子によるワールブルグ

効果の破綻を利用した肝細胞癌抑制の研究 

松島加代子・助教 文部科学省 代表 若手研究(B) 
消化管癌に対する新しいレーザー光線力学

的診断の基礎的・臨床的研究 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

大仁田 賢 
・准教授 

非常勤講師 
（臨床診断・治療学（消化器内科診断・治療学）） 

佐賀大学大学院医学系研究科 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

大仁田 賢 
・准教授 

新春インタビュー 西日本新聞 2017 年 
1 月 1 日 

ピロリ菌と早期胃癌 

竹島史直・准教授 ピロリ菌に迫る NBC 長崎放送 
あっ!ぷる 

2017 年 
1 月 16 日 

ヘリコバクター・ピロリ感染の病態、治

療に関して視聴者にわかりやすく解説 

松島加代子・助教 学術寄稿 長崎県医師会

報 
2017 年 1 月 2016 年医科初期研修マッチング報告 

～県過去最高 118 名。長崎大学は全国

1027 病院中 6 位、奇跡の「フルマッチ」

達成～ 
田浦直太 

・病院准教授 
インタビュー 長崎大学病院

広報誌 
2017 年 3 月 肝がんにならないために 

B 型肝炎、C 型肝炎 
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Pompe Vol.87 

大仁田 賢 
・准教授 

山口直之 
・病院講師 

手術数でわかるいい

病院 全国＆地方別

ランキング 

週刊朝日

MOOK 
 

2017 年 3 月 
 

食道がん内視鏡治療データ全国ランキ

ング 21 位 
胃がん内視鏡治療データ全国ランキン

グ 38 位 
胃がん内視鏡治療データ地方別ランキ

ング（九州・沖縄）1 位 
大腸がん内視鏡治療データ地方別ラン

キング（九州・沖縄）6 位 
大仁田 賢 

・准教授 
企画 朝日新聞社メ

ディアビジネス局 
増加する「大腸がん」 

朝日新聞 2017 年 
4 月 30 日 

検診の重要性、進歩する内視鏡検査や現

状について紹介 

中尾一彦・教授 C 型肝炎啓発企画 長崎新聞 2017 年 
6 月 10 日 

C 型肝炎の病態、治療意義、C 型肝炎に

対する各都道府県の取り組みについて 

中尾一彦・教授 対談 アレクシオン

ファーマ合同

会社 カヌマ®
製品情報サイ

ト 

2017 年 
7 月 1 日 

肝疾患に潜む希少疾患 

本田琢也・助教 Member’s Interview 
vol.63 

あじさいネッ

ト OFF LINE
通信 Vol.23 

2017 年 7 月 拠点病院の先生から在宅の先生へスム

ーズな移行が可能に 

中尾一彦・教授 座談会 長崎新聞 2017 年 
11 月 6 日 

C 型肝炎は飲み薬で完治を目指せる 

 

○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 

1. 赤澤祐子・助教 
・29th European Congress of Pathology：2nd Oral Free Paper Prize（Significance of p53-binding protein 1-nuclear expression 

in urothelial tumours: Implication of DNA damage response in association with tumour grades.） 
 


